
口
新
春
特
集
／
馴
朔
く
神
戸
１
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ヱ
ク
ト

，

″
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
シ
テ
ィ
″

神
戸
の
創
造
を
め
ざ
す

一
九
八
六
年
春
か
ら
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
し
て
以
来
、
鴨
子
ケ
原
の
山
上
か
ら
、
臨
海
工
業
地
帯

と
港
湾
地
帯
に
囲
ま
れ
た
敷
地
の
な
か
で
、
刻
々
と
建
ち
あ
が
っ

て
い
く
建
築
群
の
遠
景
を
う
か
が
い
つ
づ
け
て
い
る
。
こ
の
街

が
、
考
え
て
い
る
よ
う
な
姿
で
確
か
な
答
を
発
し
て
い
る
か
ど
う

か
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
何
か
を
、

実
像
の
観
察
を
と
お
し
て
見
つ
け
だ
し
た
い
気
分
か
ら
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
っ
て
か
ら
早
々
に
、
岡
本
・
本
山
の

商
店
街
や
街
の
人
々
か
ら
依
頼
さ
れ
て
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
計
画

の
話
を
し
た
時
に
、
「
六
甲
は
、
い
ま
さ
ら
三
度
目
の
失
敗
は
し

な
い
で
し
ょ
う
ね
。
芦
屋
浜
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
二
度
の
ま

ず
い
体
験
が
あ
っ
た
筈
だ
か
ら
。
だ
と
す
れ
ば
、
六
甲
は
岡
本
。

本
山
と
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
」
と
い
う
要
旨
の
質
問
と
感
想
を
う
け

て
、
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
た
。

現
状
で
は
幅
広
い
工
場
群
な
ど
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
真
た
だ
中
の

工
場
跡
地
の
よ
う
な
敷
地
に
、
住
宅
地
を
中
心
と
し
た
新
し
い
街

神
戸
市
で
は
、
二
○
○
一
年
を
目
標
と
し
た
第
三
次
総
合
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
、
都
市
活
力
の
向
上
、
魅
力
あ
る
都
市
環
境
の
創
造
、

心
豊
か
な
生
活
の
実
現
と
い
う
観
点
か
ら
街
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
か
ら
、
明
石

海
峡
大
橋
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
、
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
、
神
戸
レ
ジ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
を
取
り
上
げ
、
各
々
の
概
況
を
報
告
す
る
。

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド

高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た
多
種
機
能
型
複
合
都
市
と
し
て
建

設
が
進
む
神
戸
第
二
の
海
上
都
市

水
谷
頴
介

’
6６
１

を
つ
く
る
命
題
を
う
け
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
は
、
一
生
懸

命
で
街
と
し
て
の
可
能
性
を
探
り
出
し
、
思
考
し
て
き
た
。
そ
し

て
、
そ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
、
す
な
わ
ち
、
乗
り
超
え
る
べ
き
課
題

と
答
え
を
、
ほ
ぼ
三
点
ぐ
ら
い
に
集
約
し
て
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

第
一
は
、
こ
こ
は
、
神
戸
と
阪
神
間
、
ひ
い
て
は
、
神
戸
と
大

阪
を
つ
な
ぐ
接
点
的
位
置
で
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
位

置
を
生
か
し
き
る
に
は
、
神
戸
モ
ン
ロ
－
に
ば
か
り
に
片
よ
っ
て

は
い
け
な
い
し
、
大
阪
の
西
の
端
っ
こ
と
し
て
だ
け
に
落
ち
つ
い

て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
。
阪
神
間
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
大

阪
か
ら
も
神
戸
か
ら
も
い
つ
も
関
心
を
も
た
れ
、
愛
さ
れ
る
街
に

な
り
育
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
事

業
主
体
が
在
阪
連
合
で
あ
っ
て
、
大
阪
の
事
情
に
く
わ
し
い
し
、
か

つ
神
戸
市
と
の
地
元
協
調
が
か
な
り
う
ま
く
調
合
さ
れ
て
い
る
。

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
参
加
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も
相
方
の
土
地
カ
ン

に
つ
う
じ
て
い
る
。
カ
ナ
デ
ィ
ァ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
や
甲
南
病
院
や

灘
神
戸
生
協
な
ど
地
元
勢
の
進
出
も
こ
ろ
合
い
だ
。
小
磯
美
術
館

都
市
計
画
家
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農
ポートアイランドに次ぐ第２の海上文化都市・六甲アイランド（完成予想図）

の
立
地
も
こ
の
土
地
ら
し
い
風
格
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
だ
ろ

う
。
こ
う
い
っ
た
調
合
と
内
容
で
進
め
ば
、
大
阪
湾
ベ
イ
ェ
リ
ァ

の
な
か
の
一
つ
の
焦
点
と
な
っ
て
、
ベ
イ
エ
リ
ァ
全
域
の
こ
れ
か

ら
の
構
造
。
環
境
変
化
に
好
ま
し
い
影
響
も
与
え
つ
づ
け
て
い
く

に
違
い
な
い
。

第
二
は
、
「
島
」
と
し
て
の
自
立
性
が
も
つ
重
要
さ
を
見
抜
く

こ
と
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
以
前
に
、
私
自
身
は
、
一
つ
の
仮
説
を
た

て
て
み
た
。
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
特
徴
で
あ
る
四
周
を
囲
ん
だ
緑

の
大
築
堤
の
な
か
に
、
昔
か
ら
魅
力
的
な
港
街
で
あ
る
島
が
浮
ん

で
い
て
、
や
が
て
そ
の
島
の
発
展
過
程
と
周
辺
と
の
関
係
で
周
囲

が
大
港
湾
ゾ
ー
ン
と
し
て
埋
め
た
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う

図
式
で
あ
る
。
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
の
プ
ラ
ン
づ
く
り
の
基

層
を
、
そ
の
昔
に
陸
地
側
か
ら
も
魅
力
的
で
評
価
さ
れ
て
い
た
島

の
要
素
や
姿
や
シ
ン
ボ
ル
の
再
現
だ
、
と
い
う
さ
か
の
ぼ
っ
て
の

ス
ト
ー
リ
ー
に
お
い
て
み
た
。

島
に
は
、
島
ら
し
い
風
景
を
つ
く
る
住
宅
群
が
あ
り
、
島
の
子

供
達
の
た
め
の
学
校
や
、
そ
こ
で
の
特
徴
を
も
つ
教
育
を
う
け
て

世
界
に
で
か
け
て
い
く
元
気
の
い
い
若
者
達
が
参
集
し
、
島
で
し

い
ら

か
開
か
れ
な
い
商
い
や
市
や
会
合
に
多
く
の
人
々
が
わ
ざ
わ
ざ
島

へ
渡
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
魅
力
的
な
下
宿
や
宿
屋
や
ホ
テ
ル
が

あ
る
、
と
い
う
ド
ラ
マ
を
仮
想
し
た
。

あ
ざ
や
か
に
彩
色
さ
れ
た
共
同
住
宅
群
に
異
人
館
の
形
を
重
ね

て
か
神
戸
ら
し
い
と
楽
し
ん
で
く
だ
さ
る
人
々
、
い
わ
ゆ
る
共
和

国
運
動
を
推
進
し
よ
う
と
頑
張
る
居
住
者
達
、
ま
た
六
甲
発
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
の
た
め
に
は
既
成
の
商
業
者
で
は
な
い
、
志

の
高
い
新
人
達
を
迎
え
よ
う
と
い
っ
た
企
画
、
な
ど
な
ど
が
、
一

時
的
な
話
題
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
ど
う
本
物
化
し
つ
づ
け
て
い

く
か
。第

三
は
、
い
わ
ず
も
が
な
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
住
宅
あ
っ
て
こ

そ
、
住
ん
で
こ
そ
街
だ
、
と
い
う
思
想
の
堅
持
で
あ
る
。
そ
し
て
、

共
同
住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
か
ら
こ
ん
な
程
度
で
す
よ
と
い
う
設

計
は
し
た
く
な
い
、
個
建
て
の
住
宅
で
は
解
決
で
き
な
か
っ
た
問

題
に
こ
そ
住
宅
集
合
と
し
て
と
り
く
も
う
、
広
い
敷
地
だ
と
て
全

体
ば
っ
か
り
考
え
る
の
で
は
な
く
て
街
角
や
沿
道
の
建
物
を
一
つ

１
６７
１
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蕊:蕊

騨蕊篭圏錨

本
州
と
四
国
を
橋
で
結
ぶ
本
四
連
絡
橋
の
三
ル
ー
ト
の
う
ち
、

神
戸
ｌ
鳴
門
ル
ー
ト
の
北
半
分
に
当
た
る
明
石
海
峡
を
渡
す
長
大

橋
が
明
石
海
峡
大
橋
で
あ
る
。

本
四
連
絡
橋
は
、
こ
の
ル
ー
ト
の
ほ
か
に
児
島
Ｉ
坂
出
ル
ー
ト
、

尾
道
Ｉ
今
治
ル
ー
ト
の
ふ
た
つ
が
あ
る
。
児
島
ｌ
坂
出
ル
ー
ト
は
、

一
九
八
八
年
の
瀬
戸
大
橋
の
開
通
に
よ
り
全
通
し
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
。
一
方
、
尾
道
Ｉ
今
治
ル
ー
ト
は
現
在
工
事
中
の
橋
も

多
く
、
一
九
九
八
年
度
の
完
成
を
メ
ド
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。 ず

つ
て
い
ね
い
に
検
討
し
中
高
層
の
一
戸
一
戸
の
住
宅
か
ら
の
景

色
の
可
能
性
も
見
つ
け
だ
す
、
と
い
っ
た
手
法
を
つ
み
重
ね
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た
手
法
の
路
線
上
で
の
関
西
の
建
築
家
達
の
競
作

：

が
、
シ
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
街
と
し
て
ど
う
結
実

し
て
い
く
か
、
オ
ー
プ
ン
な
評
価
を
待
っ
て
い
る
「
六
甲
」
で
も

あ
る
の
だ
が
。

明
石
海
峡
大
橋

鶴

~

購誤

１
６８
１

本
州
と
四
国
を
直
結
、
そ
の
経
済
的
・
文
化
的
波
及
効
果
に
期
待
大

蕊蕊蕊蕊謹蕊謹§

さ
て
神
戸
市
に
最
も
関
連
深
い
神
戸
Ｉ
鳴
門
ル
ー
ト
で
あ
る

が
、
鳴
門
海
峡
を
渡
す
大
鳴
門
橋
は
一
九
八
○
年
六
月
に
開
通
し

た
も
の
の
、
明
石
海
峡
大
橋
の
着
工
が
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
お
り

で
凍
結
さ
れ
た
り
、
関
連
道
路
や
周
辺
の
環
境
に
関
す
る
調
査
が

遅
れ
る
な
ど
計
画
が
大
幅
に
延
期
さ
れ
て
い
た
た
め
、
一
九
九
八

年
の
完
成
予
定
で
あ
る
。

本
四
連
絡
橋
の
構
想
が
生
ま
れ
た
の
は
、
一
八
八
九
年
。
讃
岐

鉄
道
の
開
業
祝
賀
会
で
、
当
時
の
香
川
県
会
議
員
の
ひ
と
り
が
提

案
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
構
想
を
具
体
化
さ
せ
た

の
は
、
一
九
六
○
年
五
月
に
濃
霧
の
中
で
起
き
た
宇
高
連
絡
船
紫

雲
丸
の
事
故
だ
っ
た
。

近
代
吊
橋
の
歴
史
は
、
一
八
八
三
年
に
完
成
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
イ
ー
ス
ト
川
に
か
か
る
中
央
支
間
長
（
橋
脚
間
隔
）
四
八
六

メ
ー
ト
ル
の
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
に
は
じ
ま
る
。
中
央
支
間
長
が
一

○
○
○
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
吊
橋
は
、
ハ
ド
ソ
ン
川
に
か
か
る
一

○
六
七
メ
ー
ト
ル
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
橋
が
は
じ
め
て
で
、

一
九
三
一
年
に
完
成
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
四
連
絡

橋
構
想
の
具
体
化
は
遅
す
ぎ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
三
ル

ー
ト
が
全
通
す
れ
ば
、
合
計
十
七
橋
の
う
ち
八
橋
が
世
界
の
吊
橋

ベ
ス
ト
二
○
（
中
央
支
間
長
）
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
の
土

木
技
術
の
水
準
の
高
さ
を
世
界
に
示
す
こ
と
に
な
る
。

と
く
に
〈
明
石
海
峡
大
橋
は
橋
長
（
全
長
）
三
九
一
○
メ
ー
ト

ル
、
中
央
支
間
長
一
九
九
○
メ
ー
ト
ル
で
、
完
成
す
れ
ば
、
現
在

世
界
最
長
の
ハ
ン
バ
ー
橋
（
イ
ギ
リ
ス
、
一
九
八
一
年
完
成
、
同

一
四
一
○
メ
ー
ト
ル
）
、
一
九
九
六
年
完
成
予
定
の
グ
レ
ー
ト
ベ

ル
ト
東
道
路
橋
（
デ
ン
マ
ー
ク
、
同
一
六
八
八
メ
ー
ト
ル
）
を
抜

い
て
一
位
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
四
架
橋
計
画
の
中
で
も
最

大
の
〃
目
玉
商
品
″
と
い
え
よ
う
。

鶏驚 羅
甥
蕊
蕊
蕊
．

淡路烏卜奉から見た明石海峡大橋（完成予想図）
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■

ま
た
、
明
石
海
峡
は
強
潮
流
（
最
大
毎
秒
四
・
五
メ
ー
ト
ル
）
、

主
塔
基
礎
位
置
で
の
水
深
は
四
○
メ
ー
ト
ル
か
ら
四
五
メ
ー
ト

ル
。
基
礎
の
支
持
基
盤
は
固
結
し
き
っ
て
い
な
い
地
層
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
日
本
は
世
界
有
数
の
地
震
国
、
台
風
国
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
厳
し
い
自
然
条
件
下
で
の
長
吊
橋
の
架
橋
は
世
界
的
に
も

例
が
な
い
。

明
石
海
峡
大
橋
は
、
毎
秒
八
○
メ
ー
ト
ル
の
暴
風
や
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
八
・
五
ク
ラ
ス
の
激
震
に
も
耐
え
う
る
。
橋
を
支
え
る

ケ
ー
ブ
ル
は
、
直
径
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
ピ
ア
ノ
線
を
約
三
万
七

○
○
○
本
束
ね
て
直
径
約
一
・
一
メ
ー
ト
ル
に
し
た
も
の
を
二
本

使
用
す
る
。
ま
た
ケ
ー
ブ
ル
を
支
え
る
主
塔
は
、
海
面
上
約
三
○

○
メ
ー
ト
ル
に
も
達
し
東
京
タ
ワ
ー
（
三
三
三
メ
ー
ト
ル
）
に
ほ

ぼ
近
い
高
さ
と
な
る
。
使
わ
れ
る
鋼
材
は
約
二
○
万
ト
ン
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
量
は
約
九
八
万
立
方
メ
ー
ト
ル
。
規
模
的
に
も
他
に
類

を
み
な
い
。

神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
は
、
神
戸
に
蓄
積
さ
れ
た
歴
史
と
文
化

を
背
景
に
、
「
海
に
つ
な
が
る
文
化
都
市
の
創
造
」
を
テ
ー
マ
と

し
、
元
国
鉄
湊
川
貨
物
駅
跡
地
を
中
心
と
し
た
面
積
約
二
十
三
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
都
心
の
西
の
核
づ
く
り
を
図
る
大
規
模
な
再
開
発
事

業
で
あ
る
。
三
宮
か
ら
南
西
約
二
キ
ロ
に
位
置
す
る
こ
の
地
区
は
、

今
神
戸
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア
と
言
え
る
。

昭
和
六
十
年
十
月
の
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
整
備
事
業
着
工
記

念
式
に
始
ま
る
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
整
備
事
業
は
、
大
都
市
の
大
き

な
問
題
で
あ
る
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
の
再
生
、
産
業
の
高
度
化
や
ソ

フ
ト
化
な
ど
産
業
榊
造
の
変
換
に
対
応
す
る
担
い
手
と
し
て
、
ま

た
、
市
民
生
活
の
多
様
化
・
個
性
化
に
対
応
し
た
新
し
い
形
の
商

業
・
文
化
施
設
の
整
備
、
そ
し
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
再
生

を
め
ざ
す
も
の
で
、
そ
の
計
画
方
針
は
次
の
三
点
に
要
約
で
き
る
。

Ｈ
「
新
し
い
都
市
拠
点
の
創
造
」
…
三
宮
都
心
へ
の
一
点
集
中
型

の
都
市
構
造
か
ら
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
周
辺
に
お
け
る
都
市
機
能
の

再
生
を
は
か
り
、
三
宮
（
中
央
都
市
軸
。
国
際
文
化
軸
）
及
び
神

神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド

●

１
６９
１

港
。
風
。
緑
．
未
来
を
感
じ
る
と
き
め
き
の
街
を
め
ざ
す
再
開
発

こ
の
世
界
を
代
表
す
る
大
橋
が
完
成
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
海
上

交
通
に
頼
る
が
故
に
気
象
条
件
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
き
た
四
国

ｌ
阪
神
間
の
交
通
条
件
が
抜
本
的
に
改
善
さ
れ
る
。
所
要
時
間
は

大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
交
通
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
こ
と
は
決
し

て
な
い
。
運
輸
面
で
の
物
理
的
な
改
善
に
よ
り
経
済
的
な
波
及
効

果
も
期
待
さ
れ
る
。
瀬
戸
大
橋
の
開
通
に
よ
り
徳
島
の
本
州
向
け

生
鮮
食
料
品
の
価
値
が
高
ま
っ
た
よ
う
に
、
神
戸
Ｉ
鳴
門
ル
ー
ト

の
全
通
は
、
四
国
東
部
の
農
業
。
漁
業
に
競
争
力
を
与
え
る
に
ち

が
い
な
い
。
ま
た
、
四
国
東
部
・
淡
路
島
の
住
民
が
阪
神
の
文
化

施
設
を
、
阪
神
間
の
住
民
が
淡
路
島
・
四
国
の
豊
か
な
自
然
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
生
活
の
質
的
向
上
も
も
た
ら
さ
れ
る
。

か
つ
て
は
、
架
橋
は
無
理
だ
と
考
え
ら
れ
「
夢
の
架
け
橋
」
と

言
わ
れ
た
明
石
海
峡
大
桶
。
し
か
し
、
完
成
を
七
年
後
に
控
え
た
と
き

現
在
、
「
夢
を
与
え
て
く
れ
る
架
け
橋
」
と
改
め
る
べ
き
時
代
を

我
々
は
迎
え
つ
つ
あ
る
と
言
え
よ
う
。
（
編
集
部
）

戸
（
神
戸
文
化
軸
）
と
い
う
複
合
的
都
市
構
造
を
め
ざ
す
と
と
も

に
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
イ
対
策
の
一
環
と
し
て
広
域
施
設
、
及
び
イ

ン
ナ
ー
地
域
再
生
の
た
め
の
核
的
施
設
の
立
地
を
は
か
る
こ
と
で

低
下
し
て
い
る
都
心
西
部
の
活
性
化
を
は
か
る
。

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
は
地
理
的
に
は
三
宮
地
区
か
ら
西
へ
伸
び
る

都
心
商
業
軸
、
大
倉
山
か
ら
南
北
に
連
な
る
神
戸
文
化
軸
の
両
軸

の
接
点
に
位
置
し
て
い
る
。
つ
ま
り
商
業
と
文
化
の
交
差
点
と
言

え
る
。
こ
の
地
の
利
を
活
か
し
て
神
戸
駅
周
辺
を
再
び
活
性
化
さ

せ
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
。
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
単

に
活
性
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
新
拠
点
と
し
て
育
成
す
る
の
が
こ

の
計
画
の
主
眼
点
の
第
一
点
で
あ
る
。

歴
史
的
に
見
る
と
神
戸
地
方
裁
判
所
、
神
戸
市
庁
舎
等
の
近
代

建
築
の
建
設
が
あ
り
、
明
治
開
港
以
来
の
神
戸
史
の
中
で
最
も
伝

統
あ
る
地
区
と
し
て
発
展
し
て
来
た
。
大
正
期
に
入
っ
て
も
楽
楽

館
、
三
越
神
戸
支
店
が
開
業
す
る
な
ど
着
々
と
歴
史
を
積
み
重
ね

て
来
た
。
三
宮
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
都
心
に
対
し
、
神
戸
の
歴
史
を
今
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に
伝
え
る
文
化
都
心
と
し
て
発
展
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

口
「
複
合
・
多
機
能
都
市
と
し
て
の
整
備
」
…
重
層
的
な
土
地
の

高
度
利
用
に
よ
り
、
都
心
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
都
市
機
能
の
整

備
を
は
か
る
と
と
も
に
、
今
後
の
高
度
情
報
化
社
会
を
先
取
り
し

た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
。

基
本
方
針
の
第
二
点
は
、
今
後
の
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し

て
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

具
体
例
と
し
て
は
、
現
段
階
で
は
第
三
セ
ク
タ
ー
の
㈱
神
戸
ハ
ー

バ
ー
ラ
ン
ド
情
報
セ
ン
タ
ー
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
神
戸
ハ
ー
バ

ー
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
を
建
設
中
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ン
の
あ
か

つ
き
に
は
、
神
戸
駅
の
す
ぐ
東
隣
に
神
戸
随
一
の
情
報
発
信
基
地

が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
情
報
通
信
、
都
市
管

理
、
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
関
連
の
四
つ
の
機

能
が
集
中
す
る
。
電
話
交
換
、
ピ
ル
群
管
理
、
情
報
処
理
、
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア
展
示
等
様
々
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
さ
れ
る
。

日
「
環
境
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
…
交
通
利
便
性
の
良
い
立

地
環
境
、
水
際
環
境
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
施
設
立
地
、
大
規
模

敷
地
の
一
体
的
整
備
に
よ
り
、
総
合
的
な
景
観
形
成
に
配
慮
し
た

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
。

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
計
画
で
は
、
神
戸
の
環
境
を
活
用
し
た
街
づ

く
り
も
重
要
で
あ
る
。
「
海
へ
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、
で
あ
い
の
ウ

ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
公
園
や
多

目
的
広
場
が
建
設
さ
れ
る
。
運
河
も
流
れ
る
。
現
在
ま
で
に
、
三

菱
倉
庫
株
式
会
社
よ
り
神
戸
市
に
寄
贈
さ
れ
た
二
棟
の
倉
庫
が

「
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
煉
瓦
倉
庫
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。

戦
前
、
戦
中
、
戦
後
を
通
し
て
、
時
代
を
反
映
し
た
物
資
が
、
こ

の
倉
庫
の
中
を
通
り
過
ぎ
て
行
っ
た
。
今
で
は
煉
瓦
壁
と
木
造
の

骨
組
み
が
う
ま
く
調
和
し
た
異
国
情
緒
た
っ
ぷ
り
の
レ
ス
ト
ラ
ン

に
変
身
し
て
い
る
。

一
方
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
中
央
部
に
は
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
方
式

で
遊
報
都
市
（
Ｕ
、
Ｆ
、
Ｏ
、
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
）
が
建
設
さ
れ
る
。
事

務
所
、
（
仮
称
）
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
神
戸
、
（
仮
称
）
西
武

ホ
ー
ル
、
（
仮
称
）
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
西
武
、
（
仮
称
）
ハ
ー
バ
ー

ラ
ン
ド
阪
急
、
（
仮
称
）
ダ
イ
エ
ー
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
店
が

進
出
す
る
予
定
だ
。
長
さ
四
百
メ
ー
ト
ル
、
幅
十
六
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
三
十
メ
ー
ト
ル
の
壮
大
な
ガ
レ
リ
ァ
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ト

リ
ー
ト
）
も
出
現
す
る
。

こ
の
広
大
な
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
全
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
大
阪

ガ
ス
を
主
体
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
。
そ
の
北
側
に
は
、

二
千
台
収
容
の
立
体
駐
車
場
も
完
成
す
る
。
将
来
的
に
建
設
が
予

定
さ
れ
て
い
る
神
戸
沖
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て
、
旅
客
フ
ェ

リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
東
の
端
に
誕
生
す
る
。

Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
と
結
ぶ
長
大
な
地
下
道
も
生
ま
れ
る
。

平
成
四
年
度
の
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
地
区
ま
ち
び
ら
き
を
目
指
し

て
、
今
、
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
に
進
ん
で
い
る
。
（
編
集
部
）

ﾐ 海につながる文化都心の創造亀をめさす神戸ハーバーランド（完成予想図）
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″
と
き
を
超
え
た
世
界
の
旅
″
が
味
わ
え
る
一
大
テ
ー
マ
パ
ー
ク

神
戸
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ク
ラ
ス
の
大
規
模
な
テ
ー
マ
パ
ー

ク
の
建
設
を
目
指
し
、
神
戸
レ
ジ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
計
画
が
着
々
と

進
み
つ
つ
あ
る
。
建
設
予
定
地
は
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
（
Ⅱ
期
）
。

神
戸
商
工
会
議
所
と
民
間
企
業
二
十
三
社
が
名
乗
り
を
あ
げ
、

「
神
戸
レ
ジ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
開
発
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
た
の

が
平
成
元
年
七
月
。
現
在
の
と
こ
ろ
企
画
調
査
会
社
で
あ
る
が
、

神
戸
レ
ジ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド

" 夢の世界, ' 神戸レジャーワールド（完成予想図）

１
７１
１

今
年
（
Ⅵ
）
中
に
は
事
業
会
社
に
移
行
す
る
予
定
だ
。

神
戸
レ
ジ
ャ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
と
き
を
超

え
た
世
界
の
旅
」
。
「
光
り
輝
い
た
時
代
の
体
験
」
を
テ
ー
マ
に
、

十
九
世
紀
の
パ
リ
や
十
八
世
紀
の
ロ
ン
ド
ン
な
ど
海
外
十
都
市
の

華
や
か
な
時
代
の
建
物
を
再
現
す
る
。
同
ワ
ー
ル
ド
の
敷
地
（
約

五
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
中
心
部
に
は
巨
大
な
池
を
設
け
、
各
エ
リ

ア
に
船
で
行
け
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
池
に
、
テ
ー
・
マ
パ
ー
ク

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
的
な
無
国
籍
の
島
と
、
万
国
の
子
供
向
き
の
島

を
つ
く
り
、
各
エ
リ
ア
と
島
と
が
結
び
つ
き
あ
う
。

将
来
的
に
は
、
従
業
員
に
各
エ
リ
ア
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
国
か
ら

の
留
学
生
や
在
日
外
国
人
ら
を
採
用
す
る
計
画
も
あ
り
、
国
際
交

流
の
面
に
お
い
て
も
貢
献
し
う
る
テ
ー
マ
ラ
ン
ド
と
な
ろ
う
。

同
ワ
ー
ル
ド
の
設
計
や
デ
ザ
イ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
の
バ
タ
グ
リ

ア
社
が
担
当
。
同
社
は
、
社
長
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
バ
タ
グ
リ
ァ
氏

を
は
じ
め
中
心
ス
タ
ッ
フ
が
デ
ィ
ズ
ニ
ー
。
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に

い
た
メ
ン
バ
ー
で
、
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
博
覧
会
や
韓
国
の

ロ
ッ
テ
ワ
ー
ル
ド
な
ど
大
規
模
な
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
設
計
・
運
用

で
実
績
を
持
つ
。
今
回
の
計
画
で
は
、
開
発
会
社
が
「
日
本
人
が

世
界
の
中
で
行
っ
て
み
た
い
場
所
、
物
販
・
飲
食
で
人
気
の
あ
る

都
市
、
か
つ
て
光
り
輝
き
、
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
都
市
」
を

調
べ
コ
ン
セ
プ
ト
提
案
。
そ
れ
を
基
に
（
社
が
設
計
・
デ
ザ
イ
ン

を
行
っ
た
と
い
う
。

同
ワ
ー
ル
ド
の
最
大
の
特
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
テ
ー
マ
ラ
ン
ド

が
昼
間
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
を
重
視
し
て
き
た
の
に

対
し
、
会
社
帰
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
な
ど
夜
間
の
集
客
を

見
込
ん
で
〃
大
人
″
詮
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
こ
と
だ
。
従
っ

て
、
物
販
の
比
重
を
高
く
し
た
り
、
パ
リ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
エ
リ

ア
で
は
ナ
イ
ト
シ
ョ
ー
を
、
ド
イ
ツ
の
エ
リ
ア
で
は
ビ
ア
ホ
ー
ル

を
設
置
す
る
な
ど
様
々
な
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。

総
工
費
は
、
第
一
期
で
一
一
千
億
円
（
上
限
）
。
現
在
の
と
こ
ろ
土

地
の
取
得
や
採
算
性
と
い
っ
た
問
題
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
オ
ー
プ
ン
す
れ
ば
大
き
な
経
済
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
。

平
成
六
年
の
完
成
予
定
。
〃
夢
の
世
界
〃
が
神
戸
か
ら
旅
立
つ

だ
ろ
う
。
（
編
集
部
）
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悪

Ⅶ
年
度
宝
塚
大
劇
場
の
幕
開
け
は
、

花
組
公
演
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ロ
マ
ン
ス

鯉
》
湘
峠
》
咽
崇
》
呼
函
一
》
垂
》
“
毒
し

関
騨
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
お
稽
古
中
の
花
組

大
義
を
訪
ね
て
、
大
浦
み
ず
き
さ
ん
と
新
春

公
演
で
大
劇
場
最
後
の
舞
台
に
な
る
朝

香
じ
ゅ
ん
さ
ん
、
そ
し
て
演
出
の
大
関

弘
政
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

き
緯

詰
》
》
峠
蓉
部
僻
》
》
》
鋤
塑
卵
蓉
稚
吟
極

く
物
が
出
来
る
の
じ
や
な
い
か
と
思
っ
て

ス
タ
ー
ト
し
た
ん
で
す
。

ン
大
浦
大
関
先
生
の
シ
リ
ア
ス
な
も
の

ん
擁
に
当
た
る
の
は
初
め
て
で
す
ね
。

ゅ
団
大
関
大
浦
さ
ん
の
魅
力
峰
も
の
を

瀦
編
藻
螺
惑
鯛
潟
撰
俺

に
よ
っ
て
表
現
で
き
る
の
は
中
国
物
だ

と
辿
り
着
い
た
の
で
す
。

大
浦
久
々
の
大
関
先
生
で
す
が
、
台

▼

瀧
箪
州
タ
カ
ラ
ヅ
カ
充
獄
亀
鶴

祖
玉
へ
の
愛

咲
き
競
う
二
輪
の
花

本
読
ん
で
る
と
、
こ
の
言
葉
の
裏
に
は

何
が
有
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
ま
る
で
推

理
小
説
を
読
ん
で
る
気
持
ち
で
す
（
笑
）

朝
香
初
め
て
台
本
見
た
時
、
ヒ
ェ
ー

漢
字
が
多
い
（
笑
）
。
私
の
役
は
、
国

を
動
か
し
た
い
と
革
命
家
に
な
る
の
で

す
ね
。

大
関
二
人
は
学
校
の
同
級
生
だ
け

ど
、
大
浦
さ
ん
の
役
は
、
難
し
い
試
験

を
通
り
官
僚
に
な
る
の
で
す
。

大
浦
い
つ
も
は
、
私
の
方
が
革
命
や

ろ
う
ぜ
っ
て
役
だ
っ
た
け
ど
、
反
対
な

の
で
す
ね
。

大
関
黙
っ
て
い
て
、
心
の
中
に
激
し

い
革
命
へ
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
。

そ
こ
が
背
後
に
あ
る
も
の
を
見
せ
る
魅

力
な
の
で
す
よ
。

大
浦
こ
の
前
の
「
秋
…
冬
へ
の
ｌ
」

に
続
い
て
革
命
の
話
し
で
、
難
し
く
て

言
葉
が
出
に
く
い
所
が
あ
る
ん
で
す
。

大
関
愛
す
る
も
の
、
つ
ま
り
祖
国
を

守
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
な
ん
で
す
よ
。

二
人
の
立
場
は
違
っ
て
も
、
考
え
て
る

こ
と
は
同
じ
な
の
。

１
７２
１
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か
な
の
よ
れ
（
笑
）
。
お
な
か
か
ら
動
い

て
来
な
い
と
出
来
な
い
所
も
あ
っ
て
。

大
関
芝
居
は
演
じ
る
の
じ
や
な
く
、

心
で
す
る
ん
だ
よ
。
例
え
ば
犬
が
尻
尾

を
振
る
の
は
、
尻
尾
だ
け
振
っ
て
る
の

じ
や
な
い
の
。
お
尻
も
振
っ
て
て
、
そ

れ
も
心
の
中
か
ら
出
て
来
て
尻
尾
が
振

れ
る
の
。
芝
居
の
原
点
は
、
そ
こ
に
あ

る
ん
だ
よ
。

朝
香
わ
ぁ
。
先
生
の
話
し
の
飛
び
方

も
変
わ
っ
て
来
た
（
笑
）
。

大
関
今
の
話
し
は
次
元
が
近
づ
い
た

っ
て
い
ま
す
ね
。

朝
香
人
数
の
い
る
お
芝
居
だ
か
ら
。

大
浦
一
人
で
９
役
く
ら
い
し
て
る
人

も
居
る
の
ね
（
笑
）
。
で
も
皆
で
あ
あ
だ

こ
う
だ
と
言
い
な
が
ら
演
っ
て
て
、
こ

れ
は
面
白
く
な
る
ぞ
と
思
っ
て
ま
す
。

朝
香
お
稽
古
中
、
先
生
の
言
う
事
が

わ
か
ら
な
い
時
が
あ
る
ん
で
す
。

大
関
僕
は
間
接
的
に
言
う
か
ら
ね
。

朝
香
暫
く
し
て
か
ら
、
あ
つ
そ
う
か

と
分
か
っ
て
も
、
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
。

大
浦
分
か
っ
て
も
、
出
来
る
か
ど
う

大
浦
恋
愛
も
の
だ
と
今
に
通
じ
る
所

が
あ
る
け
ど
、
感
覚
を
掴
む
の
が
難
し

い
と
思
っ
ち
ゃ
う
の
で
す
。

大
関
僕
は
、
革
命
の
場
を
借
り
て
ラ

ブ
ス
ト
ー
リ
ー
に
匹
敵
す
る
愛
の
物
語

を
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

朝
香
戦
争
と
か
革
命
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
強
烈
に
出
る
も
の
で
す
か
ら
、
思
い

切
っ
た
お
芝
居
が
で
き
そ
う
な
気
が
し

ま
す
ね
。

■
犬
も
尻
尾
は
心
で
振
る

大
浦
下
級
生
も
い
っ
ぱ
い
役
を
も
ら

謡蕊‘
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大
浦
研
６
位
の
時
、
自
分
達
が
形
成

さ
れ
て
い
た
頃
に
一
緒
に
し
て
た
の
が

良
か
っ
た
ね
。
懐
か
し
い
な
。

朝
香
シ
ョ
ー
も
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
、
出

た
り
し
て
ま
し
た
も
の
ね
。

大
関
研
６
な
り
の
苦
労
や
失
敗
が
あ

っ
た
ろ
う
し
ね
。

大
浦
バ
ウ
ホ
ー
ル
で
お
客
さ
ん
が
無

か
っ
た
事
も
有
っ
た
の
ね
。
で
も
そ
れ

で
も
良
か
っ
た
の
。

朝
香
平
気
だ
っ
た
の
ね
（
笑
）
。

大
浦
何
で
も
が
面
白
い
時
代
で
、
失

ね
。
僕
が
進
ん
だ
の
か
な
（
笑
）
。

朝
香
で
も
、
行
き
着
く
先
は
そ
こ
だ

と
い
う
風
に
成
り
た
い
で
す
ね
。

大
関
と
こ
ろ
で
、
色
々
な
役
を
演
っ

て
て
、
変
身
願
望
っ
て
あ
る
で
し
よ
。

大
浦
自
分
で
納
得
で
き
た
ら
気
持
ち

い
い
で
す
。
こ
の
前
の
女
性
の
役
も
。

朝
香
あ
の
時
、
結
構
鏡
の
前
に
居
ま

し
た
よ
。

大
浦
自
分
で
、
な
ん
て
奇
麗
な
ん
で

し
ょ
う
と
思
っ
て
診
ろ
。

園
友
情
の
燃
え
る
新
春
舞
台

朝
香
私
は
こ
の
お
芝
居
が
大
劇
場
で

の
最
後
に
な
る
の
で
す
が
、
加
年
間
演

っ
て
来
た
け
れ
ど
、
大
関
先
生
は
ま
た

別
の
角
度
か
ら
ズ
バ
ッ
と
言
っ
て
下
さ

る
ん
で
す
。
先
生
の
言
い
た
い
事
が
分

か
っ
て
来
た
し
、
も
う
少
し
早
く
気
付

け
ば
良
か
っ
た
の
に
と
思
う
け
ど
、
今

と
て
も
楽
し
く
て
、
も
っ
と
も
っ
と
言

っ
て
欲
し
い
気
持
ち
で
す
。

大
浦
や
め
る
な
ん
て
、
バ
カ
ヤ
ロ
ー

と
し
か
言
え
な
い
よ
（
笑
）
。

朝
香
ナ
ッ
メ
（
大
浦
）
さ
ん
と
演
っ

て
た
事
が
す
ご
く
良
か
っ
た
で
す
。

大
浦
タ
イ
プ
が
違
う
か
ら
合
っ
た
ん

だ
よ
ね
。
で
も
こ
の
人
の
力
が
あ
る
か

ら
安
心
し
て
演
っ
て
た
の
に
、
こ
の
先

ど
う
し
て
く
れ
る
ん
だ
（
笑
）
。

朝
香
ナ
ッ
メ
さ
ん
と
は
、
ロ
マ
ノ
フ

か
ら
一
緒
に
演
る
様
に
な
っ
た
け
ど
、

星
組
新
人
公
演
時
代
に
一
緒
で
、
花
組

に
な
っ
て
か
ら
絡
み
が
少
な
く
て
、
懐

か
し
い
っ
て
思
っ
て
た
ん
で
す
よ
ね
。

’
7４
１

の
を
演
ら
せ
た
人
が
悪
い
と
か
言
っ
た

職螺懸

朝
香
下
級
生
見
て
る
と
、
昔
あ
ん
な

風
に
し
て
た
ね
っ
て
懐
し
い
話
し
ば
っ

か
り
に
な
っ
ち
ゃ
う
。

大
浦
お
互
い
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
、

す
ご
く
い
い
関
係
だ
っ
た
か
ら
、
贈
る

言
葉
な
ん
か
言
っ
ち
ゃ
う
と
、
ハ
ー
ト

が
減
っ
て
行
く
よ
う
な
気
が
し
て
勿
体

鉦
ふ
い
の
。

大
関
男
同
士
で
も
そ
う
ね
。
よ
く
分

か
る
よ
。

朝
香
お
芝
居
の
中
で
思
い
切
り
や
り

ま
し
ょ
う
。

大
関
新
春
の
第
一
弾
、
こ
の
舞
台
で

始
ま
る
一
年
だ
け
ど
、
僕
は
今
年
は
大

切
に
仕
事
を
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
ん
で
す
。

大
浦
私
は
、
毎
日
を
自
分
も
楽
し
み

そ
し
て
お
客
様
に
も
楽
し
ん
で
貰
え
た

ら
最
高
に
幸
せ
で
す
。

朝
香
私
も
充
実
し
た
舞
台
で
、
楽
し

く
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

う
に

大
浦
愛
す
る
も
の
へ
の
情
熱
を
詠
う

「
春
の
風
を
君
に
…
…
」
是
非
見
に
来

て
下
さ
い
。

（
レ
ス
ト
ラ
ン
・
力
ラ
ベ
ル
に
て
）

朝
香
じ
ゅ
ん
初
舞
台
は
昭
和
帥
年
４

月
「
春
の
宝
塚
踊
り
」
。
師
年
星
組
か

ら
花
組
に
組
替
え
、
船
年
か
ら
男
役
準

ト
ッ
プ
に
。
愛
称
ル
コ
。
今
年
５
月
の

東
京
公
演
を
最
後
に
退
団
予
定
。

り
し
て
ね
（
笑
）
。

締
名

｢ 先生の言う事が分からない時があって」「分かっても出来るかが問題」

敗
し
て
も
、
何
が
悪
い
の
か
、
あ
れ
も

こ
れ
も
っ
て
、
そ
し
て
最
後
に
そ
ん
な
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・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
」
小
原
弘
稔
作
・
演
出
。

出
演
・
大
浦
み
ず
き
、
朝
香
じ
ゅ
ん
、
ひ

び
き
美
都
、
安
寿
ミ
ラ
、
真
矢
み
き
他
。

１
／
１
１
２
／
岨
。
Ｓ
４
１
０
０
円
、
Ａ

２
８
０
０
円
、
Ｂ
１
８
０
０
円
、
Ｃ
８
０

副
回
●
『
春
の
風
を
君
に
…
』

祁
部
需
噸
味
慨
沖
野
錘
硫

吟
ｐ
惇
、
張
才
子
（
大
浦
み
ず

き
）
は
政
府
高
官
へ
の
試
験
も

合
格
し
帰
郷
し
た
。
彼
の
為
に

学
友
陳
（
香
寿
た
つ
き
）
は
祝

賀
会
を
開
く
が
、
そ
の
日
陳
の

屋
敷
は
襲
撃
さ
れ
た
。
襲
撃
し

た
革
命
団
の
首
領
・
飛
虎
（
朝

香
じ
ゅ
ん
）
は
、
か
つ
て
張
や

陳
と
同
窓
生
で
あ
っ
た
。

国
禁
の
阿
片
密
輸
に
供
う
銀

の
海
外
流
出
か
ら
、
重
税
を
課

せ
ら
れ
た
農
民
は
暴
動
を
起
こ

し
、
時
代
は
激
動
の
時
を
迎
え

て
い
た
。
阿
片
貿
易
を
迫
る
外

国
に
対
し
て
、
皇
帝
は
張
に
、

大
臣
の
秘
書
と
し
て
禁
令
を
実

行
す
る
よ
う
密
か
に
特
命
を
下

し
た
。大

臣
は
張
に
義
勇
軍
設
立
を

命
じ
た
。
彼
は
飛
虎
や
竜
童

（
真
矢
み
き
）
の
協
力
を
得
て

宝塚歌劇座席券セットのホテル
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☆
バ
ウ
ホ
ー
ル
星
組
公
演
バ
ウ
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
パ
ル
・
ジ
ョ
ー
イ
」
ジ
ョ
ン
、
オ

ハ
ラ
原
作
。
阿
古
健
脚
色
・
演
出
。
出
演

日
向
蕪
、
矢
代
鴻
、
巷
藻
え
り
、
万
理
沙

ひ
と
み
他
。
１
／
２
１
１
／
釦
。

サ
ョ
ナ
ラ
公
演
と
な
る
朝
香

じ
ゅ
ん
の
爽
や
か
な
場
面
と
共

に
、
お
正
月
ら
し
い
華
や
か
な

シ
ョ
ー
。

☆
大
劇
場
花
組
公
演
①
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・

ロ
マ
ン
「
春
の
風
を
君
に
…
…
」
大
関
弘

政
作
・
演
出
。
②
グ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ー
「
ザ

義
勇
軍
を
組
織
し
た
が
、
戦
が

始
ま
り
、
同
志
は
次
々
と
倒
れ

て
ゆ
く
…
・
・
・
。

●
『
ザ
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ノ
・
』

大
浦
み
ず
き
率
い
る
花
組
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
き
ら
め
き
・

フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

イ
仕
込
み
の
リ
ン
ダ
・
ヘ
ー
バ

ー
マ
ン
の
振
付
で
、
ス
ピ
ー
デ

ィ
な
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
繰
り
広

げ
る
。

蕊 鞠
阪急宝塚南口駅、徒歩３分･ 阪急宝塚訳、徒歩５分
〒6 6 5 宝塚市武庫川町4 7 - 1 竃0 7 9 7 ( 8 1 ) 0 0 0 1

最後の公演、朝香じゆん

瞳雛ii6IL/塾
7５

ｌ
③
友
の
会
へ
の
お
誘
い

帳
素
敵
な
夢
を
贈
り
続
け

Ｅ
る
宝
塚
の
舞
台
。
そ
の
レ

Ⅲ
デ
イ
ド
リ
ー
マ
ー
の
世
界

へ
の
架
け
橋
、
宝
塚
友
の
会
に

あ
な
た
も
入
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ
会
員
／
六
カ
月
三
千
三
百

円
で
毎
月
「
歌
劇
」
を
郵
送
。

Ｂ
会
員
／
六
カ
月
三
千
三
百

円
で
毎
月
「
宝
塚
グ
ラ
フ
」
を

Ｕ
０
円
、
Ｂ
１
８
０
０
円
、
Ｃ
８
０

．
新
人
公
演
１
／
配
旧
時
。

●
「
パ
ル
・
ジ
ョ
ー
イ
」

シ
カ
ゴ
の
ナ
イ
ト
ク
ラ

ブ
に
勤
め
る
ジ
ョ
ー
イ
・

エ
バ
ン
ス
（
日
向
薫
）
の

展
開
す
る
酒
落
た
大
人
向

け
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。

郵
送そ

の
他
、
友
の
会
行
事
へ
の

参
加
、
座
席
予
約
な
ど
の
特
典

も
あ
り
ま
す
。

花
の
道
に
あ
る
友
の
会
サ
ロ

ン
に
は
宝
塚
の
情
報
が
い
っ
ぱ

い
。
気
軽
に
お
寄
り
下
さ
い
。

お
問
合
わ
せ
・
申
込
み
は

宝
塚
友
の
会
サ
ロ
ン
〒
職
宝

塚
市
栄
町
１
の
１
の
師
恋
０
７

９
７
個
６
８
０
１
郵
便
振
替

口
座
神
戸
９
１
１
３
２
８
６

普
通

円
で 饗
会
員
／
一
年
二
千
二
百

毎
月
「
宝
塚
だ
よ
り
」
を

雪毒壷曇国画四1,鳥
組 ■

談lmIDl

言庵１－上
家ラル
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柴
田
音
吉
さ
ん

一
、
経
済
サ
ロ
ン
●
新
社
長
に
聞
く

１
１
土
制
社
長
の
ご
心
境
は
い
か
が
で
す
か
…
…
。

柴
田
社
長
あ
て
の
手
紙
と
電
話
が
多
く
な
り
ま
し
た
ね
（
笑
）
。

会
長
（
高
明
氏
）
が
管
理
を
、
私
が
副
社
長
時
代
に
営
業
と
、
業

務
分
担
を
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
仕
事
上
で
は
変
り
ま
せ
ん
ね
。

た
だ
、
８
月
に
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
で
就
任
パ
ー
テ
ィ
、
９

月
に
大
阪
支
社
（
北
浜
）
の
オ
ー
プ
ン
、
蛇
月
に
東
京
支
社
（
八

丁
堀
）
に
オ
ー
プ
ン
と
行
事
が
重
な
り
ま
し
た
の
と
、
６
月
に
、

ド
ー
メ
ル
と
メ
ル
ボ
の
合
弁
会
社
メ
ル
シ
ド
ー
ル
を
創
設
し
て
ド

ー
メ
ル
オ
ブ
ロ
ン
ド
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
で
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
高
級

プ
レ
タ
ポ
ル
テ
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
展
開
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
秋
に
、
東
京
帝
国
ホ
テ
ル
の
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
プ
ラ
ザ
、
名

古
屋
の
松
坂
屋
な
ど
５
店
舗
が
オ
ー
プ
ン
し
、
５
年
以
内
に
全
国

主
要
都
市
に
鋤
ｌ
卿
店
舗
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

ｌ
神
戸
本
社
は
ど
の
よ
う
に
鐙
考
え
で
す
か
？

平
成
５
年
に
神
戸
本
社
を

元
町
４
丁
目
へ

八
柴
田
グ
ル
ー
プ
代
表
Ｖ

４
代
目

柴
田
平
成
５
年
が
、
家
業
で
あ
る
柴
田
音
吉
洋
服
店
の
加
周
年

に
あ
た
り
ま
す
し
、
発
祥
の
地
元
町
に
神
戸
本
社
を
建
て
る
計
画

で
お
り
ま
す
。

出
来
れ
ば
１
階
は
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
紳
士
服
の
手
づ
く
り
の

技
術
を
皆
さ
ん
に
、
お
目
に
か
け
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
技
術
者
も
蝶
ネ
ク
タ
イ
の
ハ
イ
カ
ラ
な
ス
タ
イ
ル
に
し

て
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ｌ
そ
れ
は
素
晴
し
い
／
、
技
術
者
が
少
く
癒
り
ま
し
た
も
の
ね
．

柴
田
も
の
づ
く
り
は
〃
工
〃
が
一
番
。
こ
れ
を
全
面
に
打
ち
出

し
、
表
に
は
負
目
冨
酔
の
計
画
の
の
己
。
丙
の
目
﹈
○
吋
言
日
本
で
最
初
の

手
づ
く
り
テ
ー
ラ
ー
と
書
き
た
い
の
で
す
。

ｌ
今
、
柴
田
グ
ル
ー
プ
の
動
向
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
．

柴
田
神
戸
は
グ
ル
ー
プ
の
中
枢
機
能
で
す
。
神
戸
に
い
な
い
と

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
感
覚
は
生
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
は
、
デ
パ
ー
ト
、
大
型
専
門
店
、
大
阪
は
、
ア
パ
レ
ル
、

卸
売
商
社
向
け
の
商
売
が
多
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
し
て
は
二
都
市

が
中
心
で
す
。

こ
れ
は
致
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

ｌ
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
行
き
た
い
で
す
か
．

柴
田
来
年
冬
か
ら
イ
タ
リ
ア
の
名
車
〃
ブ
カ
ッ
テ
ィ
″
の
ト
ー

タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
そ
の

た
め
に
も
ミ
ラ
ノ
に
あ
る
バ
イ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
を
現
地
法
人
に
す

る
つ
も
り
で
す
。
そ
の
会
社
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
メ

ー
カ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
つ
く
り
、
全
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
輸
出
す
る
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ｌ
夢
は
世
界
へ
拡
が
り
ま
す
ね
．
社
長
就
任
の
パ
ー
テ
ィ
の
ゲ

ス
ト
の
顔
ぶ
れ
は
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、
ミ
ラ
ノ
、
東
京
、
大
阪
迄

幅
広
か
っ
た
で
す
ね
。

柴
田
神
戸
の
皆
さ
ん
に
は
、
色
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
る
ん
や
な

あ
、
と
び
っ
く
り
さ
れ
て
。

東
京
、
大
阪
の
ゲ
ス
ト
の
方
々
は
〃
柴
田
音
吉
洋
服
店
″
が
柴

田
グ
ル
ー
プ
の
発
祥
で
、
日
本
で
最
初
の
テ
ー
ラ
ー
や
な
ん
て
知

ら
な
か
っ
た
（
笑
）
…
…
・
・
色
々
判
っ
て
頂
く
い
い
チ
ャ
ン
ス
で
し

た
。
（
小
泉
美
喜
子
）

柴田音吉社長

１
７６
１
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謹 賀新年
平成３年作

収駅支社
柴ｌＨグループ・第７ビル落成
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飼業明治' 6 年柴田グループ

柴田商事株式会社
東京柴田商事株式会社
柴田ブリティッシュ･ テキスタイル株式会社
ド貢メル･ ジャパン･ ﾘ ﾐ ﾃ ｯ
株式会社柴田音吉商店
有限会社オー･ エス･ ソーイング
株式会社サンロイヤル
メルシドール株式会社
柴田不動産株式会社
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美しいものを美しいと思い、
楽しいことを楽しいと実感できる。

本当の豊かさって､ 人の心の中にあるのかもしれませんね。
1991年。

ロイヤルサロンが目ざすのは､ そんなうるおいのある毎日。
心が渇いてしまわないように。
さ､ あなたから咲いてください。霧 199 1年くそごう> のテーマ

Ris
diI-aU

lmIXmIMp

オアシスのある街。

ＳＡＮＮＯＭＩＹＡＫＯＦｌ戸
S ＯＧＯ 学制ダ

肥
紬
表
示
価
格
は
消
蜜
税
抜
き
の
価
格
で
ご
ざ
い
ま
魂

R雛
E ＬＭＩＤＡＳ

新館５階
ロイヤルサロン
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涼

謹賀新年

Ｌ

企業は人なり。

人は生かされて、喜び、感謝し、生きるもの－
土地・建物も又、活かされてこそ、生きるもの－

エルアイシーは、創業以来、不動産を、どう活かすか" と
いうことをテーマとしてコツコツと、真面目に、丁寧に、
貸したい方と借りたい方、売りたい方と買いたい方の真
の仲人として、それぞれの方々の心を大切にして歩んで
参りました。

エルアイシーは、今後ともお客様のよりよき仲人、より
よき相談相手に徹し、王道に則り、心をこめてお客様方
の繁栄の為に、屈せず、楯びず、奉仕の精神で、尽くさ
せて頂きたいと思っております。
' 9 1 年も何卒よろしくお願いいたします。

株式会社エルアイシー代表取締役

青木幸夫

エルアイシーは不動産を芸術で考える会社です。
商業不動産事業計画コンサルタント

、

、綜式会社エルアイシー〒65O神戸市中央区港島中町6丁目9番地の1ボーﾄｱｲﾗﾝド国際交流会館8ＦTEL､078-302-4009㈹FAX・O78-302-1320 ノや
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力
二

、〆
総
合
証
券
と
し
て
か
ろ
や
か
に
実
力
を
積
み
重
ね
て
い
く
神
栄
石
野
証
券
。

素
敵
生
活
を
お
く
る
ひ
と
の
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。

に
こ
や
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
余
裕
が
生
ま
れ
ま
す
。

ち
謬
る
働

ぶ
⑤

宅斡当一声

鳥
塞

■円

つ
る

神栄石野証券
本店〒6 5 O 神戸市中央区浪花町2 7 番地

、念( 0 7 8 ) 3 9 1 - 0 0 0 1㈹

東
ち

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



日

雲

、、１１１１１１１１

／

。里鐙騰今柵騒一。里裡龍疹磯匿

一一一

一
一一亨罫‐

一

一

ノ

■

弓
Ｐ
ら

、

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m



図
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／

一緑の中のﾘ ﾌ ﾚ ｯ ｼ ｭ ゾーン
西神戸有料道路ひよどりインター北Ｓｋｍ

砂
竺

〆烈

畷、
ｏｒｌｌ

誰

麺

のしあわせの糊
雄大噛然に恵まれた総合福祉ヅー ﾝ r しあわせの村｣ 。

南欧風の宿泊館･ 温泉でのびのび…。
スポーツ施設もあり豊か嘩録や花々が

ひととき都会の喧騒を忘れさせてくれる
心のオアシスです。

お問い合わせは…

竃潔ごうべ市戻裾祉振興協会
〒6 5 1 - 1 1 神戸市北区しあわせの村内
壷(078)743-8181FAX(078）743-8180
宿泊･会議室予約専用( 0 7 8 ）7 4 3 - 8 0 0 0

一ノ

●本館｡ 宿泊館…村の総合案内窓口･ ホテル･ レストラン
●研修館( 勤労者総合福祉センター) …学習研修施設
●温泉プール｡ 体育館･ トレーニングジム
●運動広場・芝生広場
●日本庭園
●テニスコート･アーチェリー場･ローンボウルス場
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